
日
航
再
建
を
し
た
稲
盛
和
夫

氏
の
経
営
手
法
は
、
自
身
が
人

生
に
つ
い
て
自
問
自
答
す
る
中

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
哲
学
（
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ー
）
を
、
企
業
経
営

の
基
本
に
置
き
、
組
織
全
体
に

同
じ
意
識
を
共
有
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
の
哲
学
と
は
、

一
言
で
言
え
ば
「
人
間
と
し
て

正
し
い
か
で
判
断
せ
よ
」
で
す

が
・
・
。

自
民
党
の
西
田
昌
司
参
院
議

員
が
参
院
国
土
交
通
委
員
会
で

追
及
し
て
い
た
の
は
、
日
航
が

会
社
更
生
法
の
手
続
き
終
了
直

前
の
平
成
24
年
３
月
15
日
に
実

施
し
た
総
額
１
２
７
億
円
の
第

三
者
割
当
増
資
に
つ
い
て
。

J
A
L

が
公
表
し
た
有
価
証
券
報

告
書
で
は
、
増
資
を
引
き
受
け

た
８
社
と
引
受
額
の
内
訳
は
、

京
セ
ラ
と
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ

が
各
50
億
円
、
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
が
15
億
円
、
損
保
ジ
ャ

パ
ン
が
5
億
円
、JTB

が
3
億
円
、

阪
急
交
通
社
が
2
億
円
、
あ
い

お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
と
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
が
各
1

億
円
。

西
田
氏
は
「
日
航
の
二
次
破

綻
が
懸
念
さ
れ
た
中
で
内
８
社

が
増
資
に
応
じ
た
の
は
、
更
生

手
続
き
の
終
了
な
ど
で
、
再
上

場
後
の
値
上
が
り
が
確
実
な
情

報
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
」
と

し
取
引
の
経
緯
が
不
透
明
と
主

張
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
航
の
植
木

義
晴
社
長
は
会
見
で
、
出
資
要

請
し
た
各
社
に
公
平
に
情
報
開

示
を
し
て
お
り
、
手
続
き
に
問

題
が
な
い
と
の
認
識
を
示
し
た
。

金
融
庁
も
「
法
的
な
問
題
は
な

い
」
と
し
て
い
た
。

日
本
航
空
は
、
平
成
24
年
9

月
19
日
に
再
上
場
が
決
ま
る
。

１
万
６
千
人
の
首
切
り
、
３
千

５
百
億
円
の
国
庫
を
投
入
し
、

2
年
7
カ
月
の
超
ス
ピ
ー
ド
復

帰
で
し
た
。

JA
L

の
再
建
策
は
民
主
党
の
前
原

誠
司
国
土
交
通
相
（
当
時
）
が
、
稲

盛
和
夫
氏
（僧
侶
）を
担
ぎ
出
し
政

治
主
導
で
決
め
ま
し
た
。

「
民
主
党
政
権
の
唯
一
の
成
果
」

と
も
言
わ
れ
た
日
本
航
空
（JAL

）

の
再
建
を
め
ぐ
り
、
政
権
復
帰

を
果
た
し
た
自
民
党
が
攻
勢
を

強
め
た
。
特
に
、
公
的
支
援
を

経
た
再
上
場
を
「
競
争
環
境
を

ゆ
が
め
る
」
な
ど
と
野
党
時
代

か
ら
問
題
視
し
て
い
た
西
田
昌

司
参
院
議
員
は
、
平
成
24
年
2

月
18
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
、

上
場
前
に
行
わ
れ
た
第
三
者
割

当
増
資
を
「
第
2
の
リ
ク
ル
ー

ト
事
件
」
と
批
判
を
展
開
し
た
。

そ
れ
以
外
に
、
西
田
氏
はJ

A
L

株
の
約
38
％
を
外
国
人
が
保
有

し
、
配
当
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
問
題
視
し
て
い
ま
し

た
。
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二
者
択
一
の
場
面
で
覚
悟
が
い

る
選
択
で
迷
え
ば
、
覚
悟
の
い
る

方
が
、
結
果
的
に
良
い
事
が
多
い
。

中
立
的
や
物
事
の
二
頭
を
追

う
選
択
自
体
が
「策
士
」で
す
。

「
多
少
問
題
が
あ
っ
て
も
、
法
律

さ
え
守
れ
ば
問
題
な
し
」

の
考
え
も
「
策
士
の
策
」
結

果
は
「因
果
応
報
」溺
れ
て
、

必
ず
滅
び
ま
す
。

私
達
は
儲
か
る
か
ど
う
か
、
自

分
に
と
っ
て
都
合
が
い
い
か
ど
う

か
、
自
分
に
都
合
の
良
い
結
果
を

成
功
と
言
い
、
悪
い
結
果
を
失
敗

と
言
い
ま
す
。

不
都
合
な
結
果
を
、
受
入
れ
て

反
省
か
ら
よ
り
多
く
学
ぶ
も
の

で
す
。

致
命
的
な
失
敗
を
避
け
、
恐
れ

ず
に
勝
っ
て
も
負
け
て
も
果
敢
に

挑
戦
す
る
。
柳
井
正
（
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
）
氏
は
著
書
で

「
一
勝
九
敗
」
を
真
面
目
に
語
っ

て
い
ま
す
。

善
い
結
果
を
生
む
た
め
、
善
い

こ
と
を
想
い
、
善
い
こ
と
を
行
え

ば
、
結
果
善
い
こ
と
が
生
ま
れ
ま

す
。
悪
い
こ
と
を
想
い
、
悪
い
こ
と

を
行
え
ば
、
悪
い
こ
と
が
起
き
ま

す
。仕

事
に
最
高
レ
ベ
ル
の
倫
理
感

の
無
い
会
社
や
個
人
は
、
成
長
す

る
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
が
存
続
す
る
た
め
に

は
、
組
織
全
体
の
自
己
革
新

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
成
長
意
識
な
く
し
て
、
企

業
の
存
続
意
味
は
な
い
。

利
益
が
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
単
純
に
失
敗
し
て
い
る
と
い

う
認
識
の
欠
落
で
す
。


